
 
 
 
 
 
 

 慣れない環境での令和６年度の学校生活のスタートでしたが、保護者、地域の皆
様の確かな理解と多大なるご協力を賜り、令和６年度１学期という区切りを迎える
ことができました。改めて感謝申し上げます。夏休みという長期休業に入ますので、
この間の学校運営協議会や保護者会での話題のうち、皆様と共通理解しておきた
い内容についてお知らせさせていただきます。 

⑴ 体育大会（６月１日実施）の振り返り 
アンケートへの協力ありがとうございました。生徒らの活躍、教職員の準備等について肯定的なご感想を賜っ

た傍ら、主なものとして客席からの競技場、生徒までの距離が遠いこと、応援団の存続等についての課題を頂戴
しました。令和７年度に向けて、知恵を出し合って解決・改善してまいります。 

⑵ 夏季休業期間中の学校閉庁日、土日・祝日等における緊急連絡の方法 
通常の出欠確認等と同様に、Home＆School の活用をお願いします。Home＆School が使えないという場合、

使えるようにお手伝いさせていただくか、代替手段を個別に相談させていただきます。三者面談の機会等を捉え
て、学級担任をはじめ、相談しやすい教員にお申し出ください。 

⑶ いじめの組織的、計画的な対応 
５月末に、本校の取組の概要をまとめた資料を学校 HP に掲載させていただいたところです。基本は「積極的

ないじめ認知」「いじめ行為をすぐにやめさせること」「学校組織としてのいじめの対応」です。お子様のことで気
になる変化がありましたら、早めに相談しやすい教員までお知らせください。 

⑷ 部活動改革における四中の取組の進捗 
年度当初の部活動保護者会（４月２０日実施）で、市の「部活動改革」の趣旨を踏まえ、現在１２ある部活動を

７に再編しますと説明し、５月の学校だよりでも巻頭言にそのことをお示ししました。今後の在り方を検討する中で、
既存の部活動の廃部を進めていく必要があります。既存の部活動の廃部については、不安の声や問い合わせを
いただいていることもありますので、市の「部活動改革」の趣旨を踏まえた既存の部活動を廃部にする条件につ
いてお示ししておきます。 

当該の活動・競技を続けたい生徒がいるにも関わらず、受け皿がない状態では廃部にはしないということです。
このことから、四中生を放課後、夕方以降受け入れられる、むしろ一緒に活動したいという教室、クラブ、チームな
どがありましたら、本校教職員にお知らせください。 

⑸ 「学校のきまり」の改訂等の検討 
「学校のきまり」は、年度当初に生徒に配付、学校 HP にも掲載しています。一時、ブラ

ック校則などとメディアでも話題になりました。本校としては、「誰かが作ったきまりに思
考を停止して服従する」のではなく、生徒と教師がとともに時間をかけて議論、検討し、
そのきまりがある意味を生徒が説明できる、さらに必要に応じてきまりを改訂し、みんな
が納得して生活できるようにすることが、学校教育が果たす役割であると考えています。 

しかし、学校では個別的・具体的な場面において、生徒の安全確保と社会的自立を
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当該の活動・競技を続けることのできる教室、クラブ、チーム等の場と機会が、生徒が通える地域にあり、

希望する生徒がそのような場と機会を選択できる場合 



目的として設定している「学校のきまり」と生徒一人ひとりの事情に即した「個別的対応・合理的配慮」がジレン
マになる事例が、たくさん起こります。これらについて、関係する生徒、保護者がより納得した上で解決できるよう
にするために、スクールロイヤー、スクールカウンセラー等の専門家からの助言を踏まえ、学校運営協議会での協
議を通して、「学校のきまり」に次のような但し書きを入れることを検討しています。 

 
 
 
例えば、宗教的理由によりピアスを付けている生徒がいる場合、「学

校のきまり」によらず、例外的に当該生徒のピアスを認めることとなり
ます。また、給食の場合はアレルギー対応があります。それは、身体的
事情による個別対応であり、合理的配慮の一つと捉えることができま
す。宗教的な理由の場合はそういうものとして、また給食の場合は命の
危険がありますので、「あの子だけ違う対応」「あの子だけ特別」であ
ることの周囲の理解を得やすいと言えそうです。これらの例のように、
学校は身体的特徴等により医療的な側面からはどうか？精神的・発
達的な特徴により心理的な側面からはどうか？家庭や保護者の事情
による福祉的な側面からはどうか？人種や出身による宗教的な側面
からはどうか？等、極めて個別的、例外的であり、見える事象ばかりで
はなく、見えにくい事象・見えない事象への対応が求められています。
私たちにとって対応の前例のない配慮が必要な生徒とその保護者も
いらっしゃいます。時に「なんであの生徒だけ？」とお問い合わせをいた
だくことがありますが、学校としてはほとんどの場合、特別にお預かりし
た個人情報に関連するため説明することができないのです。 

 
地域の公立学校は、地域の子どもたちを排除することなく受け入れ、柔軟に対応することが前提となっていま

す。できるだけ多くの皆様が快適に生活できるように、これからもそれぞれの事情に即した対応について検討を
重ね、運営してまいります。引き続き、本校は地域の公立学校としての教育活動と併せて、複雑かつ個別の対応
をすることでその使命を全うしている、ということをご理解いただきますようよろしくお願いします。 

夏休み中もこれまで同様、気になることがありましたら遠慮なく学校へご連絡、ご相談ください。学年等、担任
等の教員が研修や出張等で不在でも、記録を共有し組織として対応してまいります。２学期の始業式に全生徒、
全教職員で集えることを楽しみにしています。 

八王子市教育委員会からのお知らせ 
不登校をテーマとした保護者サロン 
 不登校の子どもたちを支援するために、保護者対象の講演会を企画しました。 
 講演の中で小グループに分かれ、参加者の皆さん同士で日頃感じている思いや悩みを語り合う時間も予定して
います。どうぞお気軽にご参加ください。 

１．対 象  市内在住で小・中学生の保護者 
２．日 時  ８月 27 日（火） 午後 2 時から午後 4 時３０分 
３．会 場  八王子市教育センター 第３研修室  住所：八王子市散田町２丁目３７－１ 
４．内 容  講演「孤立しない不登校」        

               講師：八王子市教育委員会教育指導課スクールソーシャルワーカー  
５．定 員  60 名(先着順)  
６．申込み 8 月 15 日（木）午前 8 時 30 分から受付開始 

             高尾山学園内 教育指導課登校支援担当（電話：６６３－３２１６）までお電話で申し込み 
をお願いします。 

医療的、心理的、福祉的、宗教的側面から、校長の判断として例外を認める場合がある 



小中一貫教育の日（八王子市研究指定校　第二小・第四中共同研究全体会）

八王子市いのちの大切さを共に考える日

学校閉庁日

６月２６日（水）小中一貫教育の日において、令和６・７年度八王子市研究指定校研究全体会
を開催し、二小、四中の教員が集まりました。
全体会では、研究主任から研究のテーマと研究構想、今後の予定についての説明の後、８つの

分科会にて、それぞれの研究のゴールイメージの共有と取り組む研究の内容、見通しの確認をし
ました。令和5年度までの共同研究では、主に各教科等の学習指導について研究を進めましたが、
今回は特別活動や総合的な学習の時間、道徳科、特別支援教育に焦点を当てて研究を進めていき
ます。キャリア教育や児童会・生徒会活動など、義務教育９年間を見通して、切れ目なくつなぐ
教育活動を展開するための研究です。分科会では、両校での取組を紹介しながら、小中一貫教育
グループとして大事にしていきたいことを確認しました。第２回となる２学期には、研究授業等
の実践を通した研究を深めていく予定です。

八王子市では、毎年度この時期に「いのちの大切さを共に考える日」をすべての市立小・中・義
務教育学校で設定しています。
本校では、7月1日（月）を「いのちの大切さを共に考える日」と設定し、全校朝会で校長から

講話を、そしてすべての学年、学級において道徳科の授業でいのちの大切さについて共に考える学
習をしました。校長からの講話では、八王子市が「いのちの大切さを共にに考える日」を設定した
背景とともに、いじめを苦に自ら命を絶ってしまうという悲しい出来事を振り返ることで、改めて
命の尊さについて考える機会となりました。
道徳科の授業では、「生命の尊さ」をテーマにそれぞれの学年、学級で取り組みました。第２学

年では、国境なき医師団で診療にあたってきた貫戸朋子さんの体験談を取り上げました。紛争地域
での診療の際、1本しか残っていない酸素ボンベを使用するべきか、すべきでないかについて葛藤
し、使用しないという苦渋の決断をする貫戸さんの思いに触れ、「たくさんの人の支えがあって自
分の命が守られているということを感じた。これからも自分、そして他の人たちの命を大切にして
いきたい」という発言がありました。

研究主任からの説明 全体会の様子

総合的な学習の時間
ＳＤＧｓ分科会

特別支援教育
学習支援分科会

特別活動
生徒会児童会分科会

先日の保護者会でお知らせさせていただきましたが、夏季休業中の8月１3日（火）から１9日（月）までを
学校閉庁日とし、校内に教職員がいない期間とさせていただきます。
この期間中に、緊急な用事などで学校への連絡が必要となった場合は、Ｈｏｍｅ＆Ｓｃｈｏｏｌをご利用ください。

連絡には、欠席連絡を利用していただき、欠席区分を「学校閉庁日の緊急連絡」を選択してコメントをお願い
します。

全校朝会
校長講話

第2学年
道徳科授業

第１学年
道徳科授業



１学期末保護者会

青少対クリーン作戦

27 火 14 土

28 水 15 日

29 木 16 月

30 金 17 火

31 土 18 水

1 日 19 木

2 月 20 金

3 火 21 土

4 水 22 日

5 木 23 月

6 金 24 火

7 土 25 水

8 日 26 木

9 月 27 金

10 火 28 土

11 水 29 日

12 木 30 月

13 金 ＰＴＡ運営委員会

専門委員会 英語検定

脊柱側わん検査（1） 学校公開　　道徳授業地区公開講座　学校運営協議会

避難訓練　八ヶ岳宿泊学習成果発表会（1）

修学旅行（３）　　職場体験（２、2-7） 三者面談（7組）

生徒会役員選挙立会演説会

三者面談（7組）

修学旅行（３）　　職場体験（２、2-7） 秋分の日

修学旅行（３）　　職場体験（２、2-7） 振替休日

８月末・９月の予定

始業式　安全指導

卒業生の話を聞く会（３）

移動教室（１）　卒業生の話を聞く会（７組） 敬老の日

移動教室（１）　上級学校出前授業（７組） 三者面談（7組）
三者面談（7組）　職場体験学習成果発表会（2）

中間考査　　三者面談（7組）

中間考査　　二小部活動体験

７月１０日（水）、１２日（金）の保護者会には、ご多用にもかかわらず
多くの方に出席いただき、ありがとうございました。

全体会では、市教育委員会から令和７年度からの小中一貫校の開校

についての説明、校長から１学期を振り返ってお話をさせていただきまし

た。また、各学年、学級においても１学期を振り返り、学習面や生活面に

ついてお話しさせていただきました。第３学年においては、進路説明会、７

組については上級学校説明会も併せて開催させていただきました。盛り

だくさんの内容でしたが、様々な事柄を共有することができました。

７月１３日（土）青少年対策第四地区委員会主催による
クリーン活動が行われました。第二小、第五小、第四中か
らスタートし、地域のゴミ拾いを行い四中に集いました。
前日が雨だったため、天候が心配されましたが、晴天での
開催となりました。暑い中たくさんの児童・生徒が参加し
ました。ゴミ拾いの後、青少対の方から冷たいジュースを
いただき、暑さをしのいでいたところ、空には虹が架かっ
ていました。
夏休み明けの９月１日（日）には、美しい八王子をつく

る会が主催する「みんなの川と町の清掃デー」が実施され
ます。自分たちの町会をきれいに保つ活動です。皆で積極
的に参加しましょう。

第2学年

7組

7組
上級学校説明会

第１学年 第３学年


